
 1 

（様式３） 

公益社団法人日本栄養・食糧学会業績概要 

 

＜技 術 賞＞ 

１．代表となる候補者 

技 術 名 ：  

(和) 

   

       

（英) 

「Lactobacillus gasseri SBT2055 株の消化管を介した保健機能研究と

その応用」 

Research and application of health-promoting functions of 
Lactobacillus gasseri SBT2055 through gastrointestinal tract. 

氏   名：

（和） 

 

       

（英） 

門岡 幸男  

Yukio Kadooka  

所属機関：（和） 

   

       

（英） 

雪印メグミルク株式会社 ミルクサイエンス研究所 

Milk Science Research Institute, Megmilk Snow Brand Co., Ltd. 

学   位： 博士（農学） 
最 終 学

歴： 

1983 年 3 月 岩手大学農学部農芸化

学科卒業 

専門分野 

①栄養生理学、②栄養生化学、③分子栄養学、④公衆栄養学、⑤臨床・病態

栄養学、⑥食生態学、⑦調理科学、⑧食品化学・食品分析学、⑨食品機能学、

⑩食品工学、⑪食品加工・流通・貯蔵学、⑫食品衛生・安全学、⑬生理学、

⑭生化学、⑮分子生物学、⑯臨床医学（内科系）、⑰臨床医学（外科系） 

⑱その他 

履   歴 
1983 年 雪印乳業株式会社技術研究所 研究員，2015 年雪印メグミルク株

式会社ミルクサイエンス研究所 上席研究員，現在に至る。  

会員番号：   
入 会 年

度： 
 

 

２．当該技術の概要（1,000 字以内） 

Lactobacillus gasseri SBT2055 株（LG2055）は健康な日本人から見出された弊社独

自の乳酸菌株で、ヒト試験で摂取後 90 日まで腸管内での存在が確認されるなど、プロバ

イオティクスとして優れた特性が期待される菌株である。我々はこれまでに、LG2055 の

消化管を介した代謝改善や免疫にかかわる保健機能について研究を行ってきた。 

その過程で、LG2055 菌体やそれを含有する発酵乳が、高脂肪食を摂取したラットの内

臓脂肪の肥大化を抑制するという知見を見出した。この LG2055 の内臓脂肪に対する効果

をヒトでも確認するため、肥満傾向にある健常成人を対象に、CT 断層撮影による内臓脂

肪面積を評価指標とした、独立した 3 回の介入試験を実施した。その結果、LG2055 を 1

×109cfu/日以上含む発酵乳を 12 週間摂取した試験群では、LG2055 を含まない発酵乳を

摂取したプラセボ群と比較して、内臓脂肪面積が有意に低下することを確認した。その

主要なメカニズムとして、LG2055 が食事に由来する脂肪の吸収を抑制することが寄与し

ていると考察した。これらの LG2055 の消化管を介した内臓脂肪低減効果に関する研究を

進め、発酵乳での一連の商品群を「機能性表示食品」として届出し、研究の実用化につ

なげた。 

また、腸管を介した免疫調節作用という視点から LG2055 の研究を行い、LG2055 やそ

れを含む発酵乳の摂取によるマウスの腸管での IgA 産生誘導作用やインフルエンザウイ
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ルス感染防御作用を見出した。さらに、健常成人において、LG2055 を含む発酵乳を摂取

した群は、LG2055 を含まない発酵乳を摂取した群に比べて、インフルエンザウイルスに

対する抗体価が有意に上昇すること、また免疫指標である NK 活性が高まることを確認し

た。この結果は、LG2055 が、腸管を介した獲得免疫系と自然免疫系の両方に作用して生

体防御機能を高める可能性を示唆している。 

我々は、今後も LG2055 を始めとした乳酸菌の消化管を介した保健機能に関する研究を

推進し、確かなエビデンスに基づいた保健機能を有する商品を提供することで、健康維

持・増進に貢献したいと考えている。 
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